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し はじめに
外部騒音から生活を守る対策と して.住宅の防音化が
考えられる。
住宅の防音処理を施すことにより，居室が気管，断熱
的になり居室の換気および冷房設備が必要になる。そこ
で，冬，夏季め室内環境を実測調査した。
冬季の室内環境を実測調査については， 昨年度の本紀
要に報告した。その結果，開放裂ストープについては.
排煙および多量のf臭気が必要であることが明らかになり，
暖房設備としては.電気ストープ.密閉型ストープ，ま
たは，温水 ・混風暖房が遺当てるあるという結諭を得た。
本事症では，夏季の温熱環境実測調査をした結果について
報告する。
夏撃の空調の必要性から考え合せて，ヒートポンプ式
エアコンを，付属設備として設置し，無人，無燈火の状
態で，防音モデル住宅において.実測網査をおこなった。
2.実測聞査測定の概裏
2・1 実測期間 昭和48年8月3日-8月19日 (17日間)
2 -2 実測.. 実測は，兵庫県川西市にある防音住宅
でおこなった。これは，昭和47年に完成した木造平家建
瓦葺住宅で，図1に示すように，東側に防音構造室 (防
音室と略す)と，西側に一般僧進室 {一般室)があり.
ともに6帖の和室である。防音モデル住宅の仕織と，各
告別立の熱貫流撃を表1に示す。防音住宅の附近の状況は，
南側.西側ともに広場で.東側は5m{立の道路を隔て.
二階建の民家があり，防音室の東窓面に，太陽の直射が
あるのは，夏季には午前9時以降である。南側のテラス
には，1.5mのプラスチァク似の慌があり，全日.南窓へ
の直射がさえぎられている。付帯設備として，両室にヒ
ートポンプ式セパレート型エアコ ンと金熱交換型侠気薦
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が設置されている。両器湿のカタログによる性能を表2
に示す。しかし，冬季における実測結果では，換気扇の
内線リークが認められ，本器種について，炭酸ガス漏れ
撃を調べた結果，ノッチ (中)で，約40%どあった。吹
出風.，主，ノ ッチ(中)で60ni/bと，カタログ鑑の約70
%であった。これは，熱交換エレメントの目づまりによ
ると考えられる。熱交換軍事(メーカーによる)は， ノッ
チ {中)でエンタルピ交換撃が約60%.温度交換率が約
70%とされている。 換気扇の室内側吹出口，および吸込
口の実測温度差は.冷房中0.5't程度であった。
両筆中央の減音度の~測結果を， 図 2 に示す。ジェ ッ
ト機 (DC-8型)が，モデル住宅の直上を通過した障害
の，減音lfを調べた結果である。
2・3 測定方法 実測項目は，図3に示す知<.冷勝負
荷に関するものと， 室内の温然環境評価に関するもので
ある。表3に，主要な実証書項目と測定点、の一覧を示す。
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~測方法は熱電対 (Cu-Co)1こより，各測定個所の温度
を測定。そして，湿度は通風式自記温湿針で測定した。
グロープ温度は， 黒Eまの中心部に熱電対の受理事録を貼り
つけて測定した。全日射量l主.エプリ一日射針により測
定。各測定計器から. m Vftに祭綬して記録させた。値
l主1時間毎の平均値を読み取った。(全日射.のみ.30 
分間毎平均)。換気量は，常時COzガスを室内に放出し.
トレースガス法により 1時間毎の値を求めた。屋外の風
向風速l主. rウエザーステーション」で連続記録し.30 
分間毎の平均値を読みとった。窓ガラスの全日射透過撃
は. 一般~の西窓の内{聞jと外側に，エプリ 一日射針を設
置し.内外における全日射量の実測値の比により求めた。
室内気流分布は，主として.夜間に熱線風速計と線香よ
り針り，平均的な動きを記録した。
実測条件は.表4 に示す織に 4 積額で，防音~と一般
室を対比させるように，条件を組合せた。各条件につい
111-3 鯛査解析項目の一覧表
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ての，晴天日を選んで代表例とした。条件I
は8月8日，条件Eは8月12日，粂f牛聞は8
月17日を採った。条件NI;t.・:R8で解折をし
なかった。
書
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3.冷房負荷に関する実測結果
3-1 全日射量の日変動 条件1.D. m 
の代表日の全日射量を図4に示す。実話題期間
中の水平面全日射量で，領度の高いのは.60
Okcal/nfh位で.一般に冷房負荷に用いられる
設計用水平面白射量の.800kcal/nf h前後の
鑑より小きかった。
3-2 気温の日変勧 温度の日変動を図5
に示す。条件Iの両室内は外気より高<，西
日を受ける一般室でIt，43'Cにもなった。条
件n，mの冷房時l主25'C位で一定である。し
かし，天弁裏の温度が大変高くなるので，天
弁護の通気と，太陽の直射を受ける慾には，
Bよけなど，考えなければいけない。
3-3 ~壁画温度 防音~の条件1. Dにつ
いて.図6に示す。窓函のガラス表面温度が
高い。 条件Iの時は，窓ガラス以外の測定点
では， I孟l玄室内気温と問じになった。
3-4 熱波畳 図7に熟語宣言十により，測定
した結果を示す。南面ガラスに鮎り付けた熱
流言すには，幅射よけを取り付けたが，ガラス
外表面での通風や，放射の点で測定値の精度
に問題があるので，このガラス面についての
実測値1;1:，熱負荷針算には用いなかった。実
測しない部位l丸表Iの熱貫流率と，実測し
た室内外温度差により.定常計算から熱負荷
量を求めた。
3-5 .気量 測定方法は， トレースガス
法により.両室内に COtガスを放出して.
室内のCOz濃度の減少により，換気量を求め
た結果.平均換気量は，密閉の場合，防音量5
で11.4nf /h (0.46回/h)，一般室が21m'/h ( 
0.83回/h)である。ノッチ (中)で作動させ
た吻合.防音室li38m'/h (1. 54回/h)，一般
室は51.9m・/h(2.05回/h)であった。図8に
換気震と度外風速の関係を示す。換気量li屋
外風速に比例しているが，防音室の換気扇が
/γチ(中)で作動させた時1;1:，関係会〈一
定である。屋外風速が0.5m/s以下の渇合，
換気扇作動時の換気量l主再室ともに約40m'/h 
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空軍ガラスの全日射透率実測結果(西空聖ガラス)
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3-6 .ガラスの全日射透過率
直射光のガラス透過率1;1:明らか
である。本研究では，天空.A-t.
地物反射の窓ガラス透過日射量を
求めるために.一般室の商雪量ガラ
スの室内外に，エプリー日射針を
設置して測定した。室内の日射量
1;1:貴重枠等により，有効ガラス面積
が小さくなり，日射量が減少する。
これをチェックするために.エプ
リ一日射針を設置して測定した位
置から，魚眼レンズで写して見た
結果.窓枠等の面積はガラス面積
に対して小さいために考慮せずに，
ガラスの全日射透過撃を求めた結
果を図9に示す。窓ガラス透過日
射1置は，表5の{直を用いて求めた。
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3-7 懇の日当り面積 南窓は1.5mの庇があるため
に，終日，日影として扱う。東西の出窓については30伺
の庇を考慮し，懇面の日当り面積を.太陽の高度と位置
から計算した。その結果を表6に示す。窓面積に対して，
日当り面積の比率が小さく，太陽の入射角の大きい11時
-13時までは，会節目影とする。防音室の東側(;1:.，隣の
二階建住宅により 9時まで日影になる。窓ガラス透過日
射震の計算には.表7を用いた。
3-8 除去勲量 エアコンの室内側ユニットの吹出口
と吸込口中央の温度差，吹出風量およびドレイン量から.
表8の計算式を用いて求めた。ドレイン量は雨量計，温
度は熱電対で連続測定し，風.は熱線風速計でエアコン
吹出口を21等分して，風速を測定し，平均値を求めた。
実測例を図101こ示す。
3-9 冷房負荷 図111こ，全日冷房と問歎冷房の時の
.-8 冷房負荷と除去熱量の算出方法
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冷房負荷と除去熱量を示す。 各時刻の温湿度，全日射量
等の~値と， 各部材の熱貧流率(表 1 )から，表8のS十
算式で求めた冷房負荷と，貫流熱量を熱流計で求めた~
ìJl~値を用いた冷房負荷を比較した結果，冷房負荷の定常
計算{直と~ì.Il~ú直は，かなり一致している。除去熱盆は.
一般室の場合に，カタログの冷房最大能力を大きく越え
る値があり，~測f直の信頼性が乏しい。防音室において
は，全日冷房の冷房負荷が，間駄冷房負荷より大きい。
間敏冷房の当日は，全日射量の変動が激しく， 外気温が.
やや低かった為である。防音量Zの冷房負荷は夜間におい
ては.一般~の約%であった。 8 月 12日の防管室の最大
冷房負荷について，定常計算値と実測計算値を比較する。
15日寺の実測値lま970kcal/h，定常計算値は1030kcal/hで
あった。この時の，温湿度条件は外気温36_8t.相対湿
度51%.防音室温度25'C.相対湿度63%.エンタルピ差
( 33 ) 
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図-10 エアコン作動時間と除湿量の経過例(8月17日防音室)
す雪"1.0 "k 
8.3kcal!h自然換気量17.8m' /hで
あった時の値である。エンタルピ
交換率60%の換気扇を，ノッチ(
中) (風建8501'/h)で作動させた
時の，定常計算値l主約1190kcal!h.
ノッチ(強) (風量120m' /h)の
場合は.1330 kcal/hとなる。この
時.ガラス透過日射量の予測値は
180kcal/hであり.西日の射入の
ある場合には.500kcal/h程度の
日射負荷が予想される。
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4-1 室内の気流分布冷房中
の室内気流を測定した結果につい
て，図12に示す。平均風速は両室
とも.O.19m/s前後であったが，
一般室の方が少し大きかった。換
気扇の停止時と，ノッチ(中)で
作動時の差，および防音量Eと一般
室の整がわずかであった。しかし，
エアコンの吹出口附近における風
向風速が，防音室と一般室で実っ
ているのは，防音室のエアコン吹
出口lま，前面水平にあり，一般室
のエアコン吹出口は，上端にある
ためである。
4-2 室内温度環境有効温度
は気混，湿度，風速の測定値より
求めた結果を，函13に示す。両室
内の風速が小きいために1静止状
態(風速0.8-0.13m/s)の値か
ら求めた。有効温度の評価基準は
作業状態，気候，人種，年令，性
別により異なっている。日本人の
夏季における樹車温度は19-23'C
.E.Tで，不快温度は25'C. E 
.T以上である。この条件に比す
ると，両室とも，冷房中l主快進温
度内が少し越える程度であるが，
全日密閉の場合は，一般家では30
'C.E.Tを越えた。(防音室l主
計器の故障により欠ilO.図14に
宣言内中央の実効報射温度を示す。
。
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実効稿射温度l主会日密閉の時，防音釜では，
-0.5-1.0"Cの中で変動している。一般室1;1:
-0.5-2.0"Cで.防音室より少し高くなる。
両室とも，冷房時は， 0-ー 2. O"Cの巾で変動
をしている。
4-3 室内温度分布図15に室内中央にお
ける垂直温度分布を示す。河室ともに，上下
の温度差が小さい。床上120cmの水平面温度
分布を図16に示す。その結果，水平面の温度
差分布も，上下分布も同様に小きかった。
4-4 冷房ON-OFF時の垂直温度分布
図ー17に，冷房ONの状態(冷凍機停止直前)
と，冷房OFFの状態(冷凍機作動開始直前)
における室内中央の垂直分布を示す。床上に
おけるON一OFF時の温度変動は， 2.5-
3"Cで，他の位置に比べてやや大きかった。
5 .まとめ
防音モデル住宅で，無人，無燈火のモデル
状態における防音室と一般室の最大冷房負荷
を実i剛直により求めた結果，表9に示す。最
大冷房負荷l主，防音釜では約1000kcal/h，一
般釜は2700kcal/hになった。また.防音量Eが
西側にあった場合は，一般室の測定結果から，
防音室の日射熱を予想して加算し，冷房負荷
を求めると約2000kcal/hと予想される。除去
熱量の実測は，ヒートポンプ式エアコンの吹
出口に，スイングルーパーが取り付けてある
ために，風量を正しく測定できず
冷房負荷との比較検討ができない
不充分な結果となった。本測定に
用いた全熱交換換気扇は内部リー
クと目づまりがおこり，換気量が
少なくなった。冷房中の防音室の
温熱環境は良好といえる。冷房負
荷を少なくするには，日射の当る
窓面に日よけを設け，また，天井
裏の温度が非常に高くなるので，
天弁.の通気も考える必要がある。
本研究は.航空公害防止協会の
委託によるものである。この実測
には，中部工大・石堂正三郎教授
阪大・楢崎正也助教授.大工大・
金谷英一助教授の方々の御協力と
御指導をしていただいたことに謝
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図ー14 実効稿射温度の日変動
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意を表します。実測には，大市大
阪大の研究室の方々，大市大・奈
良女子大の学生諸君の協力を受け
たので.厚くお礼申し上げます。
;tl t -1，14-1 くS同 8a) 
図-16 水平面温度分布(床上より120c圃)(単位・C)
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国 -17 冷房ON-OFF時の垂直温度分布
表 .9 夏季然環境絢査より冷房時最大熱負荷のま とめ
目 ..-…ー 山・i:f)I氏。ぜ=ト7・C.縄県.:t).(-).車創刊静量重量&71:.曹向車庫751-
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